
公開講座一覧（令和２年度） 

事業名 実施実績 

月例文化講座 

 （中止） 

＜年間テーマ＞ 

「令和新時代に求められるコミュニケーション～コミュニケーション学科創設 20 周年

を記念して～」  

 

＜講座名＞ 

・ノンバーバル・コミュニケーションの役割 

・新時代のコミュニケーションツールとしての地図 

-ハザードマップと旧版地形図の読み方- 

・言語の違いが物事の捉え方に及ぼす影響 

・令和を生き抜く感情コントロール方略 

・海を渡った日本古典 

・対人関係とストレスの心理学 

・英語教科書からみる英語教育の変遷 

古文書講座 

 （中止） 

＜テーマ＞ 

・「古代文書を読む」（２回講座） 

・「近世文書を読む」（２回講座） 

神道博物館教養講座 

（中止） 

＜講座名＞ 

・第1回 「『日本書紀』と『日本紀』の関係―同一史書説の再検討―」 

・第2回 「消えた『日本書紀』を考える―「系図一巻」と「別巻」の謎―」 

・第3回 「江戸時代の『日本書紀』」 

・第4回 「『日本書紀』神代巻の一書をめぐって」 

史料編纂所 公開講座 （中止） 

佐川記念神道博物館企画展 
（中止） 

撰上千三百年記念展「読み継がれる日本書紀」（仮） 

神道研究所公開学術講演会 （中止） 

神道研究所 

公開学術シンポジウム 
（中止） 

 



  

事業名 実施実績 

共催講座 

（１）「みえアカデミックセミナー2020」（三重県生涯学習センター主催） 

＜講座名＞『日本書紀』と『古事記』 

＜講 師＞板東 洋介 （文学部 准教授）  

                                           来場者：34名 

 

（２） （中止）三重県生涯学習センター×皇學館大学×鳥羽市 協働講座 

＜講座名＞二船祭と伝統文化の継承  ＜講 師＞齋藤 平 （文学部 教授） 

 

（３） （中止）皇學館大学・三重県生涯学習センター連携協定事業 

 ～NIPPONの原点を学ぶ三重の魅力発信セミナー～ 

 

（４）名張市教育委員会共催「ふるさと講座」 

①＜講座名＞古代天皇と名張  

＜講 師＞清水 潔 （名誉教授） 

②＜講座名＞名張の言葉－名張市史の調査から－ 

＜講 師＞齋藤 平 （文学部 教授） 

来場者：のべ 139名 

 

（５）近鉄文化サロン阿倍野共催講座 

＜講座名＞ 

・『日本書紀』を読む 応神天皇（2） 

・皇室の基礎知識Ⅳ－天皇陵の歴史－ 

・伊勢神道の成り立ち 

・日本書紀の成立 神話と歴史 

・『日本書紀』と天武天皇 

・『伊勢参宮名所図会』を読む 

・消えた「系図一巻」 

・伊勢神宮と東大寺 

・『日本書紀』の「別巻」をめぐって－奈良時代のアーカイブ－ 

・（中止）神道と仏教「社寺と妙見信仰」 

・（中止）古代摂津国の伝説と風土記 

・（中止）『日本書紀』を読む 仁徳天皇（1） 

・（中止）『日本書紀』を読む 仁徳天皇（2） 

来場者：のべ248名 

 

（６）四日市市熟年大学専攻課程 講座 

＜講座名＞令和御大礼の成果と課題 

＜講 師＞佐野 真人（研究開発推進センター 准教授） 

来場者：25名 



  

 

現代日本塾 

（５月～１２月） 

＜講座名＞ 

・地方創生の取組について 

・未来の大人を応援するということ 

来場者：のべ 130名 

講演会等 

 

（１）文学部神道学科 

・神道学科・神道学会共催講演会（中止） 

・神道学会研究発表会（中止） 

 

（２）文学部国文学科 

 ・国文学会研究発表会 

「趙孟頫の生涯と書の関係について」 

「三国時代における吉凶観」 

 ・国文学講演会 

 「三島由紀夫とアダプテーション—豊かな「誤読」と変奏の世界—」 

 

（３）文学部国史学科 

・史學會研究発表会 

「幕末維新期 伊勢神宮の研究」 

「近世初期における幕府の畿内およびその周辺地域支配について」 

「尾張氏と海部－天平六年尾張国正税帳の潜女から－」 

・史學會講演会 

「日本武尊と穴海－備後国の交通路から－」  

 

（４）文学部コミュンケーション学科 

  ・令和2年度コミュニケーション学会講演会（中止） 

 

（５）教育学部教育学科 

 ・教育学会講演会（中止） 

 

（６）現代日本社会学部現代日本社会学科 

 ・現代日本学会特別講演会（中止） 

 

（７）日本書紀撰上千三百年記念講演 

・「稽古照今－日本書紀の修撰」 

 

来場者：のべ 643名 

倉陵祭講演会  （中止） 

事業名 実施実績 


